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猫
私が家にのぞむもの：
もののわかった女、
本の間を行き来する猫、
年がら年中の友人たち
彼らなくしては生きていけないから。
ハツカネズミ
晴れわたる日々、時のハツカネズミよ、
おまえたちが少しずつ少しずつ私の人生を齧
かじ
っている。
神よ！　私はもうすぐ二十八才です、
そして思うようには、いい暮らしもして来なかった。
毛虫
労働は富貴への道だ。
哀れな詩人よ、働こう！
毛虫はせっせと苦労を重ねて
絢
けんらん
爛たる蝶になる。
174
蚤
のみ
蚤、女友達、そして恋人までも、
われらを愛する者たちはなんと残酷なことか！
われわれが血を流すのはすべてその者たちのため。
愛される者こそ不幸なれ。
イルカ
イルカたちよ、おまえたちは海で遊ぶ、
だが潮の流れはいつだって塩辛い。
時たま、私も喜びにはじけることがあるだろうか？
それでも人生は残酷なもの。
蛸
たこ
天に向かって墨を吹き、
愛する者の血をすする
そしてその血をうまいと思う、
この人でなしの怪物、それが私だ。
クラゲ
クラゲよ、変てこりんな頭に
すみれ色の髪の毛
おまえたちは嵐のさなかを楽しんでいる、
そして私もおまえたちのように楽しんでいるのさ。
175
ザリガニ
変わりやすいこと、おおわが歓び
おまえたちと私は去ってゆく
まるでザリガニが去る時のように、
後じさり、後じさりしながら。
鯉
こい
生
い け す
簀で、池で、
鯉
こい
よ、おまえたちはなんと長生きすることか！
死に神もおまえたちを忘れてしまうのか、
憂
メランコリー
鬱の魚よ。
（以上、『動物詩集　―　オルフェウスのお供の群れ』より）
騎兵の訣
けつべつ
別
ああ、神よ！　戦さはなんと美しい
歌があり暇もたっぷり
この指輪を磨いたさ
風があなたのため息に混じる
お別れだ！　ほら鞍をつけろと合図がでた
彼は曲がり角に消えていった
そしてそこで死んだ　突如襲う運命にも　
指輪はきれいに光ったまま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『カリグラム』より）
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ギョーム・アポリネール Guillaume Apollinaire （1880 － 1918）はイタリア人を父
に、リトアニア人を母にもつフランスの詩人である。フランス現代詩においては
シュールレアリスムの先駆けをなす詩人として位置づけられることが多いが、『動
物詩集』は初期の詩画集で、1911 年、詩人三十一才の時に刊行された。『カリグ
ラム』（1918）は、詩人自ら第一次大戦の前線に出た、その際の体験にもとづく詩
篇の集成である。
＊原版にはガリマール社のプレイアッド版、Apollinaire: Oeuvres Poétiques （1965）
を用いた。
